
教科名

対象科 美容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～40

41～60

61～80

94～160

161～184

185～205

206～225

226～245

246～270

271～315

316～365

366～444

445～494

495～510

サロンワーク④
パーマの実用を学ぶ。人体に対してデザインされた巻き方や、薬液塗布
の操作、営業の流れなどを考え対応できるように指導する。

サロンワーク⑤
サロンワーク全般の営業の流れを意識して、時間間隔をもって組織的に
効率の良い仕事を心掛けるように指導する。

サロンワーク①
シャンプーの応用を学ぶ。トリートメント・ヘッドスパ・マッサージな
どを実務的に対応できるように指導する。

サロンワーク②
ヘアアレンジの応用を学ぶ。アイロン操作だけでなく、オリジナルデザ
インや、トータルバランスもなどを考え対応できるように指導する。

サロンワーク③
ヘアカラーリングの応用を学ぶ。基本操作だけでなく、デザインカラー
や、調合・発色などを考え対応できるように指導する。

オールウェーブ①
国家試験課題の7段構成の理解を深めつつ、30分以内で完成させるよう
に指導する。

オールウェーブ②
国家試験課題の7段構成の理解を深めつつ、25分以内で完成させるよう
に指導する。

オールウェーブ③
国家試験課題の7段構成の審査ポイントに対応し、完成させるように指
導する。

カット③
国家試験課題のレイヤーカットを学ぶ。全6ブロックの特徴を理解しつ
つ、20分間で切り終えるように指導する。

カット④
国家試験課題のレイヤーカットを学ぶ。20分間で切り終え、且つ審査ポ
イントに対応できるようyに指導する。

カット⑤
デザインカットを学ぶ。ワンレングスからグラデーションカットの理論
や、デザイン、カラーリング、仕上げ方などを指導する。

ワインディング①
全頭25分の時間指定があり、角度、きれいさ、バランスなどを訓練す
る。

カット①
国家試験課題のレイヤーカットを学ぶ。全6ブロックの特徴を理解す
る。

カット②
国家試験課題のレイヤーカットを学ぶ。全6ブロックの特徴を理解しつ
つ、30分間で切り終えるように指導する。

項目 内容

授業計画表
美容実習

17（510時間）

高橋秀典[有]　水野亮〔有〕　伊藤麻美[有] 　榊原但[有]
ヘアサロンにて９年スタイリストして勤務

授業計画（授業の方法及び内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

【知識・理解】
※教科の理解度

〇 〇

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

〇 〇

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

〇

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

〇

成績評価基準

理容の業務に必要な基本的技術を身につけるとともに、これらの技術を組み合わせた総合的な理容技術
を対人でできるようにする。

主に実習室において実習形式にて授業を進める。教科書全般だけではなく教科書から重点的な部分をさ
らに掘り下げ、現場での体験を織り交ぜてより理解度を深めてもらう

１．定期試験
２．授業の出欠状況
３．授業受講の熱心さ

校則に従い授業を受けてもらいます。小テストをおこないます。定期試験は60点以上を合格とします。

理容師国家試験受験資格

理容技術理論、理容総合技術

公益社団法人日本理容美容教育センター発刊　理容実習1・2　理容技術理論1・2
公益社団法人理容師美容師試験研修センター発刊　技術の解説
アリアーレビューティー専門学校　理容師実技試験マニュアル



担当教員の実務経験
の有無について

理容師免許を有し理容所において勤務



教科名

対象科 美容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～4

5～8

9～12

13～16

17～20

21～24

25～28

29～32

33～36

37～38

39～40

41～42

43～44

45～46

47～48

49～50

51～52

53～54

55～60 技術理論　筆記試験対策授業 技術理論1・2のまとめと練習問題による総合理解。

着付けの理論と技術④
帯締め、帯揚げの結び方、男子礼装、羽織・袴の技術を手順的
に説明。

着付けの理論と技術⑤ 羽織の紐の結び方、女子袴着付け技術を手順的に説明。

着付けの理論と技術⑥
婚礼着付けの際の注意事項、和装花嫁、洋装花嫁は詳細までサ
ロンの現状含め伝える。

12章着付けの理論と技術① 着付の目的、礼装、着物と季節、着物の色々を説明。

着付けの理論と技術②
帯、小物、着物各部の名称は詳細までしっかり伝える。着物の
たたみ方を紹介。

着付けの理論と技術③ 着付の一般的要領、留袖、振袖の着付技術を手順的に説明。

11章　日本髪① 日本髪の由来、各部の名称、種類と特徴などを紹介。

日本髪②
日本髪と調和、装飾品、結髪道具などを実物を触りながら紹
介。

日本髪③
結髪技術、日本髪の手入れを紹。かつらは実物を触りながら紹
介する。

ネイル技術②
爪のカット形状は暗記させる。ネイル技術と公衆衛生はサロン
の現状含め伝える。

ネイル技術③
カウンセリングはサロンの現状含め伝える。ネイルケアの基本
的知識を伝える。

ネイル技術④
アーティフィシャルネイルの基本的知識を伝える。手と足の
マッサージは実演を絡めて覚えてもらう。

ヘアカッティング③
ブロッキング、ヘアカッティングの基礎理論は重要事項として
伝える。

ヘアカッティング④
ベーシックなカット技法はバリエーションとして、シザー、レザーによ
るカット技法はサロンの現状含めて伝える。

9章　ネイル技術①
ネイル技術概論、ネイル技術の種類はサロンの現状含め伝え
る。爪の構造と機能は暗記させる。

３章　ヘアデザイン ヘアデザインの基本的を考える。

4章　ヘアカッティング①
ヘアカッティングとは、シザー、レザーの使い方などを美容技
術の重要事項として伝える。

ヘアカッティング② 美容刃物、カッティングの正しい姿勢を理論的に説明。

項目 内容

授業計画表
美容技術理論

2（60時間）

水野　亮[有]

授業計画（授業の方法及び内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

【知識・理解】
※教科の理解度

〇 〇

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

〇 〇

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

〇 〇

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

〇 〇

成績評価基準

美容技術を理論的に理解することの重要性をしっかり学ばせる。実体験では覚えきれない技術や理論を
覚えることにより効率的な実習授業へと導く。

ふつう教室にて面接形式の授業を行う。必要最低限の知識は、時に練習プリントと小テストを交え覚え
てもらう。

実技授業での理解度を観察し、定期試験結果で判断する。

教科書を中心に行う。定期試験では60点以上を合格ラインとしている。

美容師国家試験受験資格

美容実習、美容総合技術

公益社団法人日本理容美容教育センター　美容技術理論１・美容技術理論２



担当教員の実務経験
の有無について

美容師免許を有し美容所において勤務



教科名

対象科 美容科 学年 2年 必選 選択 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～2

3～4

5～6

7～8

9～10

11～12

13～14

15～16

17～18

19～20

21～22

23～24

25～26

27～28

29～30

項目 内容

授業計画表
美容総合理論【関係法規制度】

1（30時間）

山口　孝[無]

授業計画（授業の方法及び内容）

法制度の概要と公衆衛生法規の概要
物理的強制とは何かを理解させ、次に法と道徳の違いを理解させる。法
が成立する過程を理解させ国家とのかかわりを理解させる。

衛生行政の概要
法と行政、衛生行政の種類と衛生行政機関（保健所等）について
理解させる。厚生労働省の機構。

小テスト

小テストの解説、美容師法①
美容師法の目的と歴史、美容師法の体系について理解させる（法
律上の定義）

美容師法② 美容師（国家試験、免許制度について。資格関連法規。）

美容師法③
美容所（美容所の開設、業を行う場所について。業務関連法
規。）

美容師法④
違反者等に対する行政処分（業務停止・免許取消等の行政処分に
ついて）

美容師法⑤ 立入検査と環境衛生監視員（立入検査について）

小テスト

小テストの解説、美容師法⑥ 公衆衛生のあらまし、美容の業務と消毒の関係

美容師法⑦ 美容所の環境衛生

美容師法⑧ 消毒法総論

関係法規
美容師法の今後の課題（美容師法をめぐる論議、美容業と法規制）と生
活衛生関係営業の料金等の規制や同業組合、振興計画、独立経営に際し
て必要となる諸規定、地域保健や感染症関連の法規等。

小テスト

総復習 美容師法の復習（美容師法の難しさ、美容師法の内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

成績評価基準

理容師の資格は法律により規定され、理容師でなければ理容を業とすることはできない。このため理容
師に必要な法知識を習得する必要がある。1年生の時（関係法規・制度）に法制度の概要からわが国の衛
生行政、理容師法の要求する理容師・理容所についての規定を理解したが、理容師法以外の関係法規に
ついても知識を深めることとする。

「理（美）容師養成施設の教科課目の基準の運用について」を意識して授業を進める。美容師法以外の
関係法規は、他の教科課目においても同様の内容が含まれていることからも、法規として何を学ぶため
に学習するのかを整理した上で、美容に関係する「一般衛生法規」、「公衆衛生法規」、「生活衛生法
規」を中心とした内容にする。

成績は基本的に期末試験の得点によって評価する。なお、期末試験の得点が60点未満の者に対しては再
試験をし60点以上を合格、再度60点未満の場合はテスト補習を行う。

・授業中は所定の名札を着用すること。
・教員に対して失礼にならない服装で授業を受けること。
・授業開始時と終了時には、教員に「起立～礼～着席」の挨拶を行うこと。
以下、アリアーレビューティー専門学校 学則細則 第2章　「授業等に関する事項」に準ずる。

美容師国家試験受験資格に準ずる

関係法規・制度、運営管理

公益社団法人日本理容美容教育センター　関係法規・制度、運営管理、社会福祉

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

○

【知識・理解】
※教科の理解度

○ ○

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

○

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

○



担当教員の実務経験
の有無について

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。



教科名

対象科 美容科 学年 2年 必選 選択 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～2

3～4

5～6

7～8

9～10

11～12

13～14

15～16

17～18

19～20

21～22

23～24

25～26

27～28

29～30

項目 内容

授業計画表
美容総合理論【運営管理】

1（30時間）

山口　孝[無]

授業計画（授業の方法及び内容）

オリエンテーション 授業の進め方と心構えについて

障害者福祉 障害者福祉の概要・障害者基本法・障害者総合支援法

高齢者福祉 高齢者福祉・老人福祉法

労務管理① 美容業と労務管理、労務管理に関する知識

労務管理② 美容業と人事管理、美容業と社会保障制度

経営管理① 企業の形態、美容業と料金

経営管理② 美容業と経理、美容業の簿記と税務

マーケティング①
なぜマーケティングを学ぶのか、マーケティングの基本的な考え
方

マーケティング② マーケティング戦略、競争とポジショニング

マーケティング③ 美容業のためのマーケティング、戦略の立て方

顧客満足経営
顧客満足経営とはどのような経営なのか、売上志向から顧客志向
へ

サロン起業①
サロンの起業とはどのようなものか、サロンの起業には何が必要
か

サロン起業② 繁盛店を考えてみよう①

サロン起業③ 繁盛店を考えてみよう②

美容ビジネスの将来 今後の美容業はどうなっていくのか



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

成績評価基準

2020年3月美容師国家試験より「運営管理」が試験課目に追加されます。運営管理とはその名の通り（店
舗）を運営し、（人・モノ・お金）を管理することであり、この授業では、大きく分けて業務を行う人
と行う場所（施設）の2つを対象として、規制のしくみを考えます。人として「しなければならない」事
や「してはならない」事の決まりを同様に施設（経営者）の視点からも考える。

「理（美）容師養成施設の教科課目の基準の運用について」を意識して授業を進める。最近の生徒は日
常のあいさつができない等社会人としてのマナーに欠けている部分が多く見られることから、ビジネス
マナー等「接客法」をより詳細に学習する。

成績は基本的に期末試験の得点によって評価する。なお、期末試験の得点が60点未満の者に対しては再
試験をし60点以上を合格、再度60点未満の場合はテスト補習を行う。

・授業中は所定の名札を着用すること。
・教員に対して失礼にならない服装で授業を受けること。
・授業開始時と終了時には、教員に「起立～礼～着席」の挨拶を行うこと。
以下、アリアーレビューティー専門学校 学則細則 第2章　「授業等に関する事項」に準ずる。

美容師国家試験受験資格に準ずる

関係法規・制度、運営管理

公益社団法人日本理容美容教育センター　関係法規・制度、運営管理、社会福祉

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

○

【知識・理解】
※教科の理解度

○ ○

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

○

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

○



担当教員の実務経験
の有無について

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。



教科名

対象科 美容科 学年 1年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～10

11～30

31～35

36～40

41～45

46～49

50～52

53～55

56～58

59～60 まとめ 上記８項目の習得状況をテストにて確認する。

スキャルプケア
スキャルプを外部からだけでなく、内部からもアプローチして
いかにケアができるのかを学ぶ。

ヘアカラー
ヘアカラーの構造、ヘアカラーのヘアに対する影響、それに伴
う対処方法などを学ぶ。

パーマ剤
パーマやパーマ剤の種類によってのダメージの違いなどの知識
とパーマでのダメージの対処法等を学ぶ。

毛髪カウンセリング
普段の毛髪の状態やダメージ状況を論理的に捉え、それに対し
てどのようにしたら良いかを伝えられるようにする。

ヘアケア
毛髪に直接ふれるモノ（シャンプーや整髪料）などがどのよう
に影響するかを学ぶ。

皮膚科学
頭皮を含めた皮膚の構造、役割を学び、皮膚疾患など皮膚に関
することを学ぶ。

生け花 生け花を通じて演出などを学ぶ。

ヘアショー ヘアショーの演出、衣装、段取りなどを学ぶ。

毛髪化学
毛髪の構造や毛髪のダメージ状態の構造をより深く掘り起こし
て学ぶ。

項目 内容

授業計画表
美容総合理論

2（60時間）

水野　亮[有]　

授業計画（授業の方法及び内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

【知識・理解】
※教科の理解度

〇 〇

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

〇 〇

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

〇 〇

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

〇 〇

成績評価基準

美容技術を理論的に理解することの重要性をしっかり学ばせる。実体験では覚えきれない技術や理論を
覚えることにより効率的な実習授業へと導く。

実習教室にてモデル形式の授業を行う。必要最低限の知識は、時に練習プリントと小テストを交え覚え
てもらう。

実技授業での理解度を観察し、定期試験結果で判断する。

教科書を中心に行う。定期試験では60点以上を合格ラインとしている。

美容師国家試験受験資格、メイク３級検定資格、ネイル初級検定資格。

美容実習、美容総合技術

公益社団法人日本理容美容教育センター　美容技術理論1・2　美容実習1・2



担当教員の実務経験
の有無について

美容師免許を有し美容所において勤務



教科名

対象科 美容科 学年 ２年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

71～80

81～90

ヘアカラーリング
ヘアカラーリングの基本を学ぶ。白髪染め、お洒落染め、ブ
リーチなどに合わせた技術をマスターさせる。

ヘアカラーリング
デザインカラーを学ぶ。ヘアスタイルに合わせたデザインカ
ラーのバリエーションを学ぶ。

ヘアカラーリング
デザインカラーを学ぶ。ヘアスタイルに合わせたデザインカ
ラーの効果を学ぶ。

フォトコンテスト作品制作④ 制作。工程沿って作業し、完成させる。

フォトコンテスト作品制作⑤
撮影。作品のコンセプトに合わせたアングル、露出、を考えさ
せる。

ヘアカラーリング
ヘアカラーリングの基本を学ぶ。スライシングや塗布量など発
色に合わせた主義を考えさせる。

フォトコンテスト作品制作①
作品のスタイル、デザイン、構成、カラーリング等をシュミ
レーションし、確認する。

フォトコンテスト作品制作② 制作。工程沿って作業することを覚える。

フォトコンテスト作品制作③ 制作。工程沿って作業することを覚える。

項目 内容

授業計画表
美容総合技術

3（90時間）

高橋　秀典〔有〕水野　亮[有]

授業計画（授業の方法及び内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

【知識・理解】
※教科の理解度

〇 〇

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

〇 〇

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

〇 〇

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

〇 〇

成績評価基準

美容技術を理論的に理解することの重要性をしっかり学ばせる。実体験では覚えきれない技術や理論を
覚えることにより効率的な実習授業へと導く。

実習教室にてモデル形式の授業を行う。必要最低限の知識は、時に練習プリントと小テストを交え覚え
てもらう。

実技授業での理解度を観察し、定期試験結果で判断する。

教科書を中心に行う。定期試験では60点以上を合格ラインとしている。

美容師国家試験受験資格、メイク３級検定資格、ネイル初級検定資格。

美容実習、美容総合技術

公益社団法人日本理容美容教育センター　美容技術理論1・2　美容実習1・2



担当教員の実務経験
の有無について

美容師免許を有し美容所において勤務



教科名

対象科 理容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

１～２

３～４

５～７

８～９

１０～１２

13

１４～１５

１６～１９

２０～２２

２３～２５

２６～２８

29

30

項目 内容

授業計画表
香粧品化学

1（30時間）

恒川　幸伸[有]

授業計画

香粧品の概論 香粧品の２つのグループと法令についての理解

水性原料 水とアルコールのはたらきの理解

油性原料 油脂・ロウ・炭化水素などの分類とはたらきの理解

界面活性剤 界面活性の仕組みと４つのグループの理解

高分子化合物と色材 高分子と色材のグループ分けとはたらきの理解

香料 天然を中心とした香料の理解

その他の配合成分
６つの原料以外に含まれる特殊な７つの成分のグループ名と
そのはたらきの理解

基礎香粧品
肌に使う石けん、化粧水、トリートメントなどのはたらきと
分類の理解

頭皮・毛髪用香粧品
シャンプー、リンス、スタイリング剤などの分類とはたらきの理
解

パーマネント パーマの原理と使用する薬品のはたらきについて理解する

ヘアカラー 染毛の仕組みと、使用する薬品と、その種類の理解

芳香製品とサンケア製品 香水の分類、サンケア製品の分類とはたらきの理解

メイクアップ用香粧品 おしろい、口紅などメイクアップ香粧品の理解



教育目標
ねらい

授業の概要

評価方法

受講心得

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

成績評価基準

理美容に使用する香粧品の知識を身につける

香粧品の原料、肌の香粧品、毛髪にかかる香粧品を中心に
テキストの内容についての理解を深めさせる

定期テスト　出席状況　授業の受け方・態度

定期テストで６０点以上の合格

理容師、美容師、国家試験受験資格

公益社団法人　日本理容美容教育センター発刊　香粧品化学

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

○

【知識・理解】
※教科の理解度

○ ○

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

○

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

○



担当教員の実務経験
の有無について

名古屋市立中学校において理科を指導。

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。



教科名

対象科 美容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～2

3～5

6～7

8～9

10～11

12～13

14

15～16

17～18

19～20

20～21

22～23

24～26

27～28

29

30 洋装の礼装
女性、男性のそれぞれの洋装の特徴やＴＰＯによる着こなしを知
る。

現代Ⅵ　1980年代 女性の職場進出を反映して実用的なスーツが流行。

現代Ⅶ　1990～2010
ベルリンの壁が崩壊し国や政治経済の枠組みが崩れた時代。多様
なファッションが反映した。

和装の礼装
女性、男性のそれぞれの着物の特徴やＴＰＯによる着こなしを知
る。

現代Ⅲ　1940～1950
映画スターの髪型の影響が大きく、ショートカットが流行する。

コールドパーマネントウェーブが普及

現代Ⅳ　1960年代
若者文化に寄り添うヘアスタイル、ビートルズ、モヒカン等があ

げられる。

現代Ⅴ　1970年代 多種多様な若者文化とヘアスタイル。日本人デザイナーの活躍。

近代Ⅱ　19世紀
産業革命によりブルジョア社会が拡大した。女性は巨大なスカー

トがはやった。

現代Ⅰ　1910～1920
パーマネントウェーブが登場。男性は背広が定着していく。ス

ポーツが流行していく。

現代Ⅱ　1930～1940 第2次世界大戦に向かい、自由な気風は影を潜めた。

近世Ⅱ　17世紀
王とカトリック教会の権力を誇示する時代。長いかつらが流行。

ベルサイユ宮殿

近世Ⅲ　18世紀
王朝を中心に華麗な貴族たちのファッション、大臣の髪型、ス

カートファッション。

近代Ⅰ　18世紀末～19世紀初
フランス革命により市民の権利意識が高まり貴族的なファッショ

ンはすたれた。

古代エジプト、古代ギリシャ
古代ローマ、古代ゲルマン

地中海地方を中心に古代文明が発生、各文化圏の髪型、ファッ
ション化粧を知る。

中世ヨーロッパ
キリスト教の身体への否定的思考が強く、体を覆い隠す文化で

あった。

近世Ⅰ　16世紀
ルネサンスの時代制圧から個人の人間に目が向けられた。ファッ

ションは貴族たちに独占された。

項目 内容

授業計画表
文化論

1（30時間）

堀江忠史[有]

授業計画（授業の方法及び内容）



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

【知識・理解】
※教科の理解度

〇 〇

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

〇

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

〇

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

〇

成績評価基準

日本の髪型・服飾文化を時代の流れと共に理解する。

講義形式において授業を進める。

①定期試験
②授業の出欠状況
③受講の熱心さ
④課題プリントの提出の有無

校則に従い授業を受けてもらいます。定期試験は60点以上をもって合格とする。
指名された時に明快な発言をしてもらいます。

国家試験筆記試験

公益社団法人日本理容美容教育センター発刊　文化論



担当教員の実務経験
の有無について

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。



教科名

対象科 理容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1～3

4

5～7

8

9

10～12

13

14・15

16

17・18

19・20

21・22

23～25

26～30

項目 内容

授業計画表
保健

1（30時間）

中山　武[有]

授業計画（授業の方法及び内容）

第4章　皮膚と皮膚付属器官の生理機
能

対外保護作用 皮膚が外力、紫外線、科学的刺激対して保護を理解する。

体温調節作用 外気温が高いとき、低いときの保護を学ぶ。

分泌排泄作用 皮脂と発汗について理解する。

吸収作用 吸収がどのようにして行うか学ぶ。

再生作用 皮膚の損傷が治るのを学ぶ。

第5章　皮膚と付属器官の保健

皮膚と前進状態①②③ 貧血、心臓病、肝臓膵臓の障害と皮膚を学ぶ。

皮膚と栄養④ 栄養素が必要かを学ぶ。

皮膚の乾皮脂性ホルモンとの関係
⑤⑥

乾皮・脂性の皮膚について学ぶ。

第6章　皮膚と付属機関の疾患

皮膚疾患の原因と治療法 皮膚疾患のアレルギーと感染について学ぶ。

湿疹、皮膚炎 かぶれの原因を理解する。

角化異常　分泌異常 ニキビや腋臭症を学ぶ。

化膿菌・ウィルス・真菌 トビヒ。ヘルペス、ミズムシを学ぶ。

衛生害虫・毛と爪・腫瘍 ヒゼン、脱毛症について学ぶ。

まとめ・国家試験対策 全般を学びなおす。



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

成績評価基準

皮膚疾患について理解する

皮膚についての多面的な部分を学習する

１．定期試験
２．授業の出席状況

校則に従い、授業を受けてもらいます。
定期試験は60点以上を合格とします。

理容師国家試験受験資格

理容実習　理容技術理論

公益社団法人日本理容美容教育センター発刊　理容・美容保健

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

○ ○

【知識・理解】
※教科の理解度

○ ○ ○

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

○

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

○ ○



担当教員の実務経験
の有無について

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。



教科名

対象科 理容科 学年 2年 必選 必須 単位数

担当教員
（実務経験の有無）

回

1

2～8

9～12

13～15

16～17

18～21

22～24

25～30

31～32

33～34

35～37

38～43

44～46

47

48～49

50～52

項目 内容

授業計画表
衛生管理

2（60時間）

中山　武[無]

授業計画（授業の方法及び内容）

人と感染症 感染症の歴史を学ぶ。

感染症の法律と侵入経路 1類から5類、呼吸器侵入、消化器侵入、細菌、ウィルス学ぶ。

病原微生物 微生物の種類、おおきさ、構造を理解。

備瀬物の増殖と環境 細菌をウィルスの増殖について学ぶ。

病原性と感受性 毒素感染はつびょうについて学ぶ。

予防接種と感染症発生の要因 定期の予防接種と感染源、感染経路を理解する。

空気・飛沫を介しての感染症 結核・サーズ・マーズ・インフルエンザ等を理解する。

飲食物を介しての感染症 赤痢・O-157・A型肝炎を理解する。

血液を介しての感染症 B型肝炎、C型肝炎、エイズ等の理解する。

動物・節足動物を介しての感染症 ラッサ熱・ペスト・デング熱等の理解する。

消毒の原理と意義 殺菌・消毒・滅菌について学ぶ。

消毒法各論 理学的・科学的消毒の理解。

消毒法実習 各種消毒薬の濃度と希釈を理解。

衛生的取り扱い 施設・設備器具類のしょうどくについての理解

消毒の自主的管理体制 血液付着器具類の消毒についての理解

まとめ・国家試験対策 全般について学びなおす。



教育目標
ねらい
（到達目標）

授業の概要
（授業期間全体を通
じた授業の進め方）

評価方法

受講心得
（準備学習の具体的

な内容）

資格対応

関連科目

テキスト
及び

参考文献

成績評価基準

感染症について、的確な知識、技能を会得

感染症の具体例と消毒法についての実習

１．定期試験
２．授業の出席状況

校則に従い、授業を受けてもらいます。
定期試験は60点以上を合格とします。

理容師国家試験受験資格

理容実習

公益社団法人日本理容美容教育センター発刊　衛生管理

到達目標の各観点と成績評価方法の関
係及び配点

テスト
（定期試験）

提出物
（レポート・作品等）

無形成果
（取り組む姿勢・態度・

意欲・出席率）

【関心・意欲・態度】
※学修に取り組む関心度

○ ○ ○

【知識・理解】
※教科の理解度

○ ○

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※専門知識の理解度

○

【思考・判断・創造】
※考え抜く力

○



担当教員の実務経験
の有無について

※表内の○印を評価の対象とする。
※対象となる箇所にはそれぞれ達成水準を設ける。達成水準は以下の通りです。
　　［Sレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を満たしている。
　　［Aレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をほぼ満たしている。
　　［Bレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標をかなり満たしている。
　　［Cレベル］単位を修得するために達成するべき到達目標を一部分満たしている。
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